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まち協だより

 

　
　
　

新
会
長
に
中
原
さ
ん
再
選

平
成
25
年
度
ま
ち
協
総
会

平成 25 年度まち協理事・監事

平成 25 年度まちづくり協議会予算

①理事会の議事内容について、各町内会役 

　員会で議事録に基づいて説明するととも　

　に、理事会議事録・役員会議事録は必ず　

　回覧し、住民に活動状況を周知すること

  を再確認した。

②平成２５年度にまち協職員１名を雇用し

　た。まち協の事務局は引き続き市民セン　

　ターが担い、事務局長（市民センター所　

　長）のもとに、まち協職員と市民センタ　

　ー職員が従事することになる。事務局体　

　制の整備に伴い、市からの連絡・通知文

　書は事務局宛てとすることにした。

　　ただし、町内会長・行政事務委嘱者へ

　のものは従来通りとする。

③ CATV 検討委員会のメンバーとして、飛

　島都市開発→ＳＣＮ→ＺＴＶへの移管、

　告知放送運用基準作成などの過去の経緯

　を知っている、平成 16・17 年度の自治

　連合会長だった小野栄祐さんと上田恒章

　さんに取りまとめ役を依頼、地域の代表

　として若草地区・青山地区・松が丘地区

　から各１名の委員を選出し、ＺＴＶの委

　員を加えることとした。

④「若草地区集会所維持管理特別会計」と

　「若草地区児童公園等維持管理特別会計」　

　を、まち協会計から分離、平成 25 年度

　予算はまち協総会での報告事項とするこ

　ととした。

第 1回理事会（25 年 4 月 6 日）

　

志
津
南
地
区

ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
平
成
25

年
度
定
時
総
会

が
４
月
28
日
、

市
民
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

　

会
長
、
副
会

長
、
理
事
、
代

議
員
計
38
人
の

う
ち
37
人
が
出

席
（
う
ち
委
任

状
５
人
）、
監

事
２
人
お
よ
び

事
務
局
６
人
が

同
席
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
司
会
進
行
で
開
会

し
、
中
原
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
議
長
に
環
境
保
全
グ
ル

ー
プ
代
表
の
山
中
誠
さ
ん
（
若

草
地
区
町
並
み
保
存
委
員
会
委

員
長
）
を
選
出
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

１
号
議
案
「
平
成
24
年
度
活

動
報
告
」
お
よ
び
２
号
議
案
「
平

成
24
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
監

査
報
告
」
は
一
括
審
議
と
な
り
、

会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
監
事

か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
活
動
報
告
」
に
は
特
別
委
員
会

の
件
も
記
載
す
る
べ
き
だ
と
の

意
見
が
あ
り
、
そ
れ
を
採
択
し

て
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
３
号
議
案
「
会
則

改
正(

案
）」、
４
号
議
案
「
平

成
25
年
度
役
員
選
出
（
案
）」
が

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
新
会
長

に
中
原
勝
一
さ
ん
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
号
議
案
「
平
成
25
年
度
活

動
計
画
（
案
）」
お
よ
び
６
号
議

会　長（再任） 中原　勝一

副会長 若草六丁目町内会長 西村　　慧

副会長 地域福祉グループ代表 小野　栄裕

理　事 若草一丁目町内会長 向井　一裕

理　事 若草二丁目町内会長 山本　　徹

理　事 若草三丁目町内会長 北川　一彦

理　事 若草四丁目町内会長 上野　清二

理　事 若草五丁目町内会長 太田　吉一

理　事 若草七丁目町内会長 東　　泰雄

理　事 若草八丁目町内会長 足立　　浩

理　事 岡本町西町内会長 高川　　弘

理　事
暮らし安心グループ
代表

舟木　要一

理　事
子ども育成グループ
代表 小早川勝廉

理　事
文化体育グループ
代表（再任） 山本　和男

監　事（再任） 谷口　浩嗣

監　事（再任） 齊藤　智久

収入の部 金額

　前年度繰越金 1,070,542

　各団体繰入金 1,050,664

　会費 2,649,000

　地域一括交付金 2,223,390

　まち協運営交付金 2,450,000

　ふるさとづくり交付金 1,500,000

　草津栗東防犯自治会支援金   25,000

　資源回収活動奨励金など   740,000

　雑収入     1,000

合計 11,709,596

支出の部 金額

　理事会経費 210,000

　広報経費 230,000

　事務局経費 4,670,000

　暮らし安心活動 165,000

　地域福祉活動 1,373,000

　子ども育成活動 949,000

　文化体育活動  1,975,000

　予備費   2,137,596

合計 11,709,596

案
「
平
成
25
年
度
予
算
（
案
）」

も
一
括
審
議
と
な
り
、
中
原
会

長
か
ら
説
明
の
あ
と
質
疑
応
答

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
若
草
地
区
集
会
所

維
持
管
理
特
別
会
計
平
成
25
年

度
予
算
」
と
「
若
草
地
区
児
童

公
園
等
維
持
管
理
特
別
会
計　

平
成
25
年
度
予
算
」
に
つ
い
て

中
原
会
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
案
書
は
議

事
録
を
添
え
て
、
５
月
中
に
全

戸
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。 



第１１７号（２）わが町志津南ＮＥＷＳ平成２５年５月１５日

　
　

社
協
総
会
開
く

平成 25年度町内会長

若草一丁目

若草二丁目

若草三丁目

向井　一裕

山本　　徹

北川　一彦

若草四丁目

若草五丁目

若草六丁目

若草七丁目

若草八丁目

岡本町西

上野　清二

太田　吉一

西村　　慧

東　　泰雄

足立　　宏

高川　　弘

平成 25 年度各種団体代表 平成 24 年度収支決算報告

牟
礼
山
口
に
ベ
ン
チ

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
は
４
月
14
日
、
平
成
25
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
野

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
次
の

議
案
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
号
議
案　

平
成
24
年
度
事
業

　
　
　
　
　

報
告
。

二
号
議
案　

平
成
24
年
度
収
支

　
　
　
　
　

決
算
報
告
お
よ
び

　
　
　
　
　

監
査
報
告
。

三
号
議
案　

第
二
期
志
津
南
地

　
　
　
　
　

区
住
民
福
祉
活
動

　
　
　
　
　

計
画

四
号
議
案　

平
成
25
年
度
役
員

　
　
　
　
　

選
出
。

五
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業

　
　
　
　
　

計
画
。

六
号
議
案　

平
成
25
年
度
予
算

　

今
年
度
は
、
「
ふ
れ
あ
い
・

 ②

や
す
ら
ぎ
の
空
間
づ
く
り

 ③

環
境
美
化
活
動

 ④

ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス
発
行

 ⑤

福
祉
懇
談
会

 ⑥

福
祉
活
動
の
研
修

 ⑦

敬
老
会

 ⑧

平
和
祈
念
講
演

 ⑨

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

 ⑩

町
内
ふ
れ
あ
い
囲
碁
ボ
ー

ル
大
会

 ⑪

町
内
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

二
、
草
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

∇
福
祉
の
土
壌
づ
く
り
、
活
動

の
担
い
手
づ
く
り
、
個
別
援
助

活
動
支
援

①
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
通
信
費
補

　

助
、
光
熱
費
補
助

②
心
身
障
害
児
ふ
れ
あ
い
交
流

③
若
草
文
庫
活
動

④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
昼

　

食
会

⑤
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー

⑥
ふ
れ
あ
い
お
茶
会

⑦
健
康
推
進
活
動

⑧
ふ
れ
あ
い
推
進

⑨
地
域
サ
ロ
ン
支
援

◆
25
年
度
役
員

会　

長　
　
　

小
野　

栄
祐

副
会
長　
　
　

松
本　

孝
子

会　

計　
　
　

大
鹿　

貴
子

福
祉
部
長　
　

北
原　

和
夫

福
祉
委
員
長　

小
早
川
勝
廉

自主防災委員会委員長 太田　吉一

交通防犯委員会委員長 森田　純三

環境美化委員会委員長 舟木　要一

草津・栗東交通安全協会支部長 佐々木奉昭

社会福祉協議会会長 小野　栄祐

老人クラブ若寿会会長 鈴木　　明

健康推進員連絡協議会代表 小早川敏子

民生委員児童委員協議会会長 松本　孝子

子ども会会長 芝井　早紀

地域協働合校推進委員会委員長 小早川勝廉

青少年育成委員会委員長 斎藤　充浩

少年補導委員代表 中地　耕一

志津南小学校 PTA 会長 奥田　和奈

ふれあい推進委員会委員長 山本　和男

体育振興委員会委員長 榎本　幸生

人権教育推進委員会委員長 宮野　軍司

広報委員会委員長 津田　英二

収入の部 決算金額

 繰越金 83,909

 まちづくり会費ほか 736,106

 平和祈念事業費 62,850

 敬老会事業費 512,620

 雑収入 9,410

 市補助金 95,000

 市社協補助金 360,000

合計 1,859,895

支出の部 決算金額

 市社協分担金 134,550

 社協直轄事業 63,617

 高齢者の支援事業 200,224

 子育て支援事業 155,000

 ふれあいサロン事業 10,000

 敬老会事業 649,652

 平和祈念事業 16,180

 ボランティア保険 27,900

 備品整備事業 93,700

 住民福祉活動推進事業 96,326

 市社協推進事業 379,973

 予備費 32,773

合計 1,859,895

支
え
あ
い
、
誰
も
が
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

〈
い
た
わ
り
あ
い
の
あ
る
地
域
福

祉
の
町
〉」
を
理
念
に
、『
第
二

期
志
津
南
地
区
住
民
福
祉
活
動

計
画(

平
成
25
年
度
～
平
成
28

年
度)

』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

当
地
域
の
10
年
後
の
高
齢
化

率(
65
歳
以
上
が
43
％)

を
視

野
に
入
れ
、
次
の
事
業
計
画
を

実
施
し
ま
す
。

◆
事
業
計
画
基
本
方
針

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＝

「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
人
間
は
平
等
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

実
施
事
業

一
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
費
事
業

∇
住
民
福
祉
活
動

 ①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　

若
草
か
ら
の
牟
礼
山
上
り
口

に
木
製
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

７
年
前
、
散
歩
コ
ー
ス
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
牟
礼
山
を

若
草
環
境
美
化
グ
ル
ー
プ
が
清

掃
活
動
中
に
と
ん
で
も
な
い
大

顧　

問　
　
　

上
田　

恒
章

監　

事　
　
　

竹
島　

昭
雄

監　

事　
　
　

江
口　
　

孝

型
不
法
投
棄
を
見
つ
け
持
ち
帰

り
ま
し
た
が
処
理
に
困
り
分
解

し
ま
し
た
。
そ
し
て
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
部
品
を
使
用
し
木
製
ベ

ン
チ
を
製
作
、
設
置
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
月
と
と
も
に
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
朽
ち
か
け
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
再
生
に
際
し
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
「
絆
」
へ
の
来
訪
者

に
募
金
を
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
４
５
０
０
円
も
の
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
資
金
に

前
の
部
品
を
生
か
し
、
ネ
ジ
も

ス
テ
ン
レ
ス
製
に
、
腐
食
防
止

塗
料
を
塗
り
再
び
設
置
し
た
も

の
で
す
。

　

新
緑
の
な
か
牟
礼
山
散
策
の

折
に
一
休
み
し
て
下
さ
い
。
ま

た
傍
ら
に
は
自
然
環
境
の
変
化

で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る「
サ

サ
ユ
リ
」
を
植
え
て
い
ま
す
。

サ
サ
ユ
リ
の
咲
く
丘
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
α
工
房
）



わが町志津南ＮＥＷＳ 平成２５年５月１５日

志
津
南
小
、
高
穂
中
で
入
学
式

希
望
を
胸
に
元
気
よ
く
校
門
く
ぐ
る

（3） 第１１７号

岡
・
小
早
川
両
氏
に
感
謝
状

子
ど
も
会
活
動
で

　

谷
口
さ
ん
に
表
彰
状

志
津
南
小
の

新
校
舎
完
成

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

回
収
箱
設
置

式
辞
を
述
べ
る
埴
岡
校
長

緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
一
年
生

完成した新校舎

　

４
月
８
日
に
開
か
れ
た
「
平

成
25
年
度
草
津
市
健
康
推
進
員

連
絡
協
議
会
総
会
」
で
岡
敬
子

さ
ん
（
若
草
８
丁
目
）
・
小
早
川

敏
子
さ
ん
（
若
草
３
丁
目
）
に

草
津
市
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与

　

志
津
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ

ル
マ
ー
ク
点
数
を
集
め
て
い
ま

す
。
一
点
一
円
と
し
て
換
算
さ

　

草
津
市
子
ど
も
会
育
成
者
大

会
が
３
月
19
日
、
草
津
市
立
ア

ミ
カ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
永
年

子
ど
も
会
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
谷
口
賢
さ
ん
（
若
草
４
丁

目
）
が
草
津
市
子
ど
も
会
指
導

　

あ
た
た
か
い
春
の
陽
光
が
ふ

り
そ
そ
ぐ
中
、
志
津
南
小
、
高

穂
中
で
４
月
９
日
、
そ
れ
ぞ
れ

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
27
回
と
な
る
志
津
南
小
学

校
で
は
新
入
生
96
人
が
大
き
な

拍
手
の
中
、
や
や
緊
張
気
味
で

式
場
に
入
り
ま
し
た
。

　

新
任
の
埴
岡
美
江
子
校
長
が

「
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
自
分

で
し
よ
う
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
し
よ
う
、
先
生
や
お
友
達
の

話
を
よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
」
と

三
つ
の
約
束
を
優
し
く
語
り
か

け
る
と
新
入
生
は
真
剣
な
顔
つ

き
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
保
護
者
に
向
か
い
、「
心

豊
か
に
、
未
来
を
拓
く
力
の
自

己
育
成
を
図
る
」
本
校
の
教
育

目
標
推
進
を
め
ざ
し
職
員
一
同
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
困
っ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
解

決
に
向
け
て
行
き
た
い
」
と
式

辞
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

奥
田
和
奈
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら

「
元
気
に
歩
い
て
き
ま
し
た
か
、

ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
て
き

ま
し
た
か
、
助
け
合
い
、
思
い

や
り
を
持
っ
て
楽
し
く
す
ご
し

ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を
贈
り
ま

し
た
。
そ
し
て
新
一
年
生
は
校

長
先
生
か
ら
真
新
し
い
教
科
書

を
受
け
取
り
、
最
後
は
在
校
生

の
「
学
校
は
楽
し
い
よ
」
と
迎

え
の
言
葉
や
緊
張
を
ほ
ぐ
す
よ

う
に
軽
快
な
曲
の
ト
ト
ロ
か
ら

「
さ
ん
ぽ
」
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
を
迎
え
た
志
津
南

小
学
校
の
生
徒
数
は
４
４
７
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
高
穂
中
学
校
で
も
第

30
回
入
学
式
が
行
わ
れ
、「
常
に

一
人
の
人
間
と
し
て
、
思
い
や

り
を
持
ち
行
動
す
べ
し
」
と
い

じ
め
撲
滅
の
誓
い
が
掲
示
さ
れ

る
中
、
少
し
大
き
目
に
見
え
る

真
新
し
い
制
服
姿
の
２
６
７
人

が
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

北
川
健
校
長
が
「
一
つ
、
あ

い
さ
つ
は
心
に
届
く
贈
り
物
、

さ
わ
や
か
な
印
象
を
与
え
る
。

二
つ
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
、
そ

れ
は
知
的
好
奇
心
、
三
つ
、
仲

間
の
力
、
小
学
校
で
培
っ
て
き

た
力
を
発
揮
し
も
っ
と
伸
ば
し

て
欲
し
い
」
の
三
つ
を
呼
び
か

け
「
緊
張
の
内
に
も
頑
張
る
ぞ

と
の
気
概
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
山
口
万
美
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
は
「
明
日
起
き
る
事
を
心
配

し
な
い
で
じ
っ
く
り
計
画
を
立

て
て
い
け
ば
悩
む
こ
と
は
な
い
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
語
り
か
け

ま
し
た
。 

　

続
い
て
新
一
年
生
代
表
・
三

和
真
奈
子
さ
ん
が
「
初
め
て
の

制
服
、
校
舎
、
全
て
が
新
し
い

環
境
の
中
で
、
自
分
で
考
え
て

行
動
出
来
る
よ
う
前
向
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。　

全
校
生
徒
が
７
７
１
人
と
な
り

市
内
で
も
２
番
目
の
大
規
模
校

と
な
り
ま
し
た
。

者
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真

中
央
。

　

谷
口
さ
ん
は
５
年
に
わ
た
り

草
津
市
子
ど
も
会
お
よ
び
志
津

南
地
区
の
子
ど
も
会
活
動
に
貢

献
、
現
在
も
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

志
津
南
小
学
校
新
校
舎
の
完

成
記
念
式
が
４
月
30
日
、
同
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

橋
川
礼
子
前
校
長
が
工
事
に
い

た
る
ま
で
の
経
緯
や
新
校
舎
に

か
け
る
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　

奥
田
和
奈
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は

「
い
ろ
ん
な
人
の
努
力
が
積
み
重

な
っ
て
こ
の
校
舎
が
あ
る
こ
と
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
児
童
を
代
表

し
て
６
年
生
が
「
新
し
い
校
舎

は
、
学
校
み
ん
な
の
物
な
の
で

大
切
に
し
た
い
。
あ
と
一
年
間
、

新
し
い
校
舎
で
勉
強
を
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。　
　

　

記
念
式
に
は
草
津
市
教
育
委

員
会
、
志
津
南
小
学
校
関
係
者

評
価
委
員
会
も
出
席
、
記
念
式

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、新
校
舎
の
入
り
口
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
み
ん
な
で

拍
手
を
し
て
新
校
舎
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
に
は
６
年
生
２
ク
ラ

ス
と
４
年
生
２
ク
ラ
ス
が
入
り

ま
す
。
校
舎
全
体
が
と
て
も
明

る
く
、
教
室
の
腰
板
も
木
目
調

で
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
10
年
に
わ
た
り
保
健

衛
生
行
政
の
推
進
に
貢
献
、
現

在
、
健
康
増
進
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

岡
さ
ん
、
小
早
川
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
健
康

維
持
の
た
め
お
手
伝
い
が
出
来

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。　

れ
、
学
校
備
品
購
入
な
ど
の

費
用
に
充
て
て
い
ま
す
。
同
時

に
学
校
備
品
の
購
入
の
一
割
が
、

学
校
名
義
で
「
へ
き
地
資
金
」

と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
活
動

の
一
環
と
し
て
、
協
賛
会
社
の

キ
ャ
ノ
ン
、
エ
プ
ソ
ン
の
プ
リ

ン
タ
ー
の
使
用
済
み
純
正
イ
ン

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
回
収
し
て

い
ま
す
。
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
一
個
が
五
点
の
ベ

ル
マ
ー
ク
点
数
と
な
り
ま
す
。

　

処
分
す
る
と
ゴ
ミ
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
集
め
る
こ
と
に
よ
り

学
校
備
品
の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

回
収
箱
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公

民
館
）
の
蛍
光
灯
処
分
箱
の
横

に
設
置
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
ベ
ル
マ
ー
ク
担
当
）
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こよみ

　
　
　

10
個
の
目
標　

や
す
ら
ぎ
学
級
案
内

５
月
25
日
に

は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

協
働
合
校

参
加
者
募
集

□ 5月 18 日（土）

☆健康ウォーキング

　　8：15　若草中央公園集合

□ 5月 22 日（水）

　★やすらぎ学級　開講式

　　13：30 ～ 17：00

□ 5月 25 日（土）

　☆社会奉仕　8：30 ～若草中央公園

　☆上桐生で自然を楽しもう

　　　9：00 ～ 15：00

　　　地域協働合校

□ 5月 28 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 6月 1日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：15　若草中央公園集合

□ 6月 7日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　ボランティア「泉」

□ 6月 8日（土）

　☆地域協働合校

　　ホタルに会いに行こう

　　18：30 ～ 20：30

□ 6月 11 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00　

若草第五集会所

★印の場所は志津南市民センター

　（公民館）です

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は

「
や
す
ら
ぎ
学
級
」
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
、
防

災
等
の
お
役
立
ち
講
座
や
音
楽

鑑
賞
、
館
外
研
修
な
ど
の
楽
し

い
企
画
を
一
年
通
し
で
用
意
し

て
い
ま
す
。
募
集
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
60
歳
以
上
の
人

▽
日
時　

５
月
～
翌
年
３
月
の

原
則
毎
第
４
水
曜
日

(

年
10
回)

、
午
後
１

時
30
分
～(

※
館
外

研
修
、
閉
講
式
は
別

時
間)

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー

▽
会
費　

年
間
千
円(
受
講
料

　
　
　
　

六
百
円
を
含
む)

第
１
回
講
座
は
次
の
通
り
。

▽
日
時　

５
月
22
日(

水)

２
０
１
２
年
、
50
歳
に
な
る

女
性
が
東
京
大
学
に
合
格
さ
れ

た
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

「
ア
ラ
フ
ォ
ー
」
を
と
っ
く
に
通

り
過
ぎ
、「
ア
ラ
フ
ィ
フ
」
目
前

の
私
に
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
微

か
な
希
望
の
光
を
与
え
て
く
れ

た
。
50
歳
の
脳
ミ
ソ
に
も
ま
だ

ま
だ
力
が
残
っ
て
い
る
ん
だ
！

と
。そ

の
後
発
刊
さ
れ
た
体
験
談

「
普
通
の
主
婦
だ
っ
た
私
が
50
歳

で
東
大
に
合
格
し
た
夢
を
か
な

え
る
勉
強
法
」
を
す
ぐ
に
購
入

し
、
一
気
に
読
ん
だ
の
が
昨
年

の
暮
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
私
に
は
、
東
大
を
受
験
し

よ
う
な
ん
て
思
い
は
さ
ら
さ
ら

な
い
。
が
、
何
の
目
標
も
な
く
、

日
々
家
族
の
都
合
に
振
り
回
さ

れ
、
や
り
た
い
こ
と
が
何
も
出

来
な
い
。
そ
の
う
ち
に
振
り
回

さ
れ
る
こ
と
が
自
分
の
日
課
、

私
の
人
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
反

省
し
た
。
何
も
出
来
な
い
の
は

周
り
の
せ
い
で
は
な
く
、
流
さ

れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
い
楽

な
方
へ
と
流
れ
て
し
ま
っ
た
自

分
の
せ
い
だ
っ
た
と
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
の
が
こ
の
本
だ
。

今
年
の
元
旦
、
私
は
10
個
の

目
標
を
立
て
た
。
目
標
な
ん
て

立
て
た
の
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う

（
ど
ん
な
目
標
か
は
秘
密
に
し
て

お
く
）。
今
年
も
は
や
三
分
の
一

が
「
過
去
」
に
な
っ
た
今
、
そ

　

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
春
の
「
は
つ
ら
つ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
次
の
要
領

で
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
協
働
合
校
は
次
の
催
し

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

上
桐
生
で
自
然
を
楽
し
も
う

▽
日
時　

５
月
25
日
（
土
）

　
　
　

９
時
～
15
時
半

▽
場
所　

桐
生　

若
人
の
広
場

       

～
た
ま
み
ず
き
の
道

▽
内
容　

上
桐
生
を
歩
き
自
然

　
　
　

を
学
び
ま
す
。
お
昼
は

　
　
　

豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食

　
　
　

べ
ま
す
。

▽
対
象　

志
津
南
小
学
校
１
年

　
　
　
　

生
～
６
年
生

　

（
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
費
用　

ひ
と
り
２
０
０
円

▽
定
員　

子
ど
も
30
人
（
先
着

順
）

▽
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費

　

を
添
え
て
５
月
18
日
（
土
）

　

ま
で
に
本
人
が
志
津
南
市
民

　

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
下
さ

　

い
。

　
　
　
　
　

◇

　

ホ
タ
ル
に
会
い
に
行
こ
う

▽
日
時　

６
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

18
時
半
～
20
時
半

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ

　
　
　
　

ー
、
伯
母
川
周
辺

▽
内
容　

市
民
セ
ン
タ
ー
で
ホ

　
　
　
　

タ
ル
の
勉
強
の
後
、

　
　
　
　

伯
母
川
へ
ホ
タ
ル
観

　
　
　
　

察
に
出
か
け
ま
す
。

▽
対
象　

志
津
南
小
学
校
１
年

　
　
　
　

生
～
６
年
生
（
全
学

　
　
　
　

年
保
護
者
同
伴
）

▽
費
用　

無
料

▽
定
員　

な
し

▽
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
３

　

日
（
月
）
ま
で
に
志
津
南
市

　

民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

　

地
域
の
資
源
回
収

５
月
19
日
・
６
月
２
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

の
目
標
た
ち
に
向
か
っ
て
日
々

さ
さ
や
か
な
る
努
力
を
し
て
い

る
（
あ
が
い
て
い
る
）
自
分
が

い
る
。
既
に
め
で
た
く
達
成
出

来
た
目
標
が
あ
る
一
方
で
、「
無

理
か
も
…
」
と
諦
め
か
け
そ
う

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
努
力
を
続
け
て
い
る
。

毎
日
が
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
、
で

も
楽
し
い
。
確
実
に
前
に
進
ん

で
い
る
実
感
が
あ
る
。
そ
し
て

達
成
出
来
た
時
に
は
久
し
く
体

験
し
て
い
な
か
っ
た
充
実
感
が

し
っ
か
り
の
私
の
中
に
残
っ
て

い
る
…
そ
ん
な
日
々
に
私
は
追

わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
平
成
25
年
最
後
の

日
に
、
果
た
し
て
い
く
つ
の
目

標
が
達
成
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
一
年
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
12
月
31
日
が
今
か
ら
楽

し
み
で
あ
る
。

　
　

（
う
さ
ぎ
の
か
あ
さ
ん
）

▽
対
象　

市
内
の
60
歳
以
上
の

　
　
　
　

方
ど
な
た
で
も

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ

　
　
　
　

ー
会
議
室

▽
参
加
費　
　

無
料

▽
講
座
名　

「
う
た
広
場
」

▽
講
師　

音
楽
療
法
グ
ル
ー
プ

「
ア
ン
・
デ
ィ
・
ム
ジ
ー
ク
」

山
田
由
紀
子
さ
ん

▽
内
容　

懐
か
し
い
う
た
を
聞

　
　

き
、
歌
い
、
簡
単
に
な
ら

　
　

せ
る
楽
器
を
使
う
こ
と
で
、

　
　

心
と
体
の
活
性
化
を
目
指

　
　

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

電
話(

５
６
３)

６
２
０
６

５
月
26
日
・
６
月
９
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西

  

グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
で

　

可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

　

新
緑
を
求
め
て
楽
し
く
元
気

に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
小
学
生
対
象
の
地
域
協
働
合

校
事
業
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
昼
食

時
合
流
し
、
一
緒
に
豚
汁
を
食

し
ま
す
。

回
覧
を
ご
覧
の
上
、
多
数
の

方
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

▽
日
時
：
５
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▽
場
所
：
桐
生
キ
ャ
ン
プ
場
、

　
　
　
　

た
ま
み
ず
き
の
道

申
し
込
み
は
５
月
20
日
ま
で
に

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
。


